
　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
10
月
２
日
、
「
平
成
28
年

度
宇
都
宮
市
予
算
に
対
す
る
要
望
書
」
を
佐
藤
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
国
に
お
い
て
は
、
自
民
党
・
安
倍
政
権
の
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
も
と
大
胆
な
金
融
政
策
や
経
済
政
策
、
成

長
戦
略
な
ど
数
々
の
政
策
を
打
ち
出
し
、
地
方
創
生

に
向
け
た
動
き
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
地
方
に
と
っ
て
は
こ
う
し

た
動
き
は
ま
だ
鈍
く
、
人
口
減
少
と
超
高
齢
社
会
へ

の
対
応
に
よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
な
ど
困

難
な
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
施
策
・
事
業
の
『
選
択
と
集

中
』
等
に
よ
り
、
財
政
状
況
を
示
す
各
種
指
数
は
全

国
の
類
似
都
市
と
比
べ
て
相
対
的
に
上
位
に
あ
り
、

財
政
の
健
全
性
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
発
展
し
、
人
や

企
業
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形

成
と
各
拠
点
の
充
実
」
、
「
総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
」
、
「
人
口
減
少
対
策
」
「
総
合
的
な
子

育
て
環
境
の
充
実
」
「
都
市
力
・
財
政
力
の
向
上
」
、

「
市
民
の
健
康
」
、
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
な
ど
の

施
策
・
事
業
に
今
後
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の
予
算

化
要
望
に
あ
た
り
、
一
昨
年
の
「
地
方
を
元

気
に
」
、
昨
年
の
「
安
全
・
安
心
な
地
方
の

元
気
を
実
感
す
る
た
め
に
」
か
ら
、
地
方
創

生
元
年
と
も
言
え
る
本
年
は
、
「
市
民
の
安

全
と
元
気
、
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
の
構

築
」
を
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
、
市
政
全
般
に

係
る
９
つ
の
最
重
点
要
望
事
項
を
は
じ
め
、

分
野
別
重
点
要
望
事
項
な
ら
び
に
要
望
事
項

と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
要
望
書
提
出
に
あ
た
り
、
佐
藤
市
長
か
ら
、

「
要
望
内
容
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
し
て

い
く
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
が
会
派
の
要
望
が
来
年
度
予
算
に
最
大

限
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
市
当
局

に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

★市政全般／最重点要望事項
◆ネットワーク型コンパクトシティ形成に向

けた持続可能なまちづくりの推進

◆ＬＲＴを含めた公共交通網の整備推進と利

便性向上の推進

◆人口減少・少子高齢社会への対応と総合的

な子育て環境の充実

◆連携中枢都市圏構想を考慮した北関東中核

都市など周辺都市との連携強化

◆地域経済の活性化と観光・農業などの交流

人口、定住人口の推進

◆オリンピックや国際大会などのキャンプ地

誘致活動や国・県との連携強化

◆知力・徳育・体力の向上と、たくましくバ

ランスの取れた人材育成教育

◆水害・突風・竜巻災害などの自然災害への

対策と強靭な都市基盤整備

◆国・政府関係機関の地方移転の積極的誘致

推進 ⇒2面に続く



★市民の安全で健康な笑顔あふれる暮らしを支えるために
【重点要望事項】
◆子ども医療費助成の早期拡大と総合的な子育て支援の拡充
◆第３子以降の保育料免除の推進
◆医療・介護の充実と地域包括支援センターの機能強化
◆各種検診の受診率向上に向けた取り組みの推進
◆認定こども園の充実と推進、待機児童解消に向けた取り組みの推進
◆空き家、空きビル等の適正管理対策と有効活用の推進
【要望事項】
●地域防災力の向上と危機管理体制の充実
●地域の防犯体制の充実
　　防犯カメラの設置、特殊詐欺などの事前防止や被害対策の推進
●高齢者の生きがいづくりやポイント制度の啓発と充実
●障がい者の社会的自立支援と地域生活支援の充実
●生活困窮者への支援
●危険ドラックの啓発と防止活動の強化
●健康づくりの推進
　　各地域拠点における健康教室や体力づくり事業の推進
●消防力の強化と消防団への環境整備の充実

★市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために
【重点要望事項】
◆学力・体力の向上と教育の充実
◆心豊かな、たくましい宮っ子の育成
◆宮っ子ステーションの充実強化
◆プロスポーツチームの支援と周辺自治体や地域との連携強化
◆健康づくりのための生涯スポーツの推進と効果的な機能の配置と環境整備の促進
【要望事項】
●小中一貫教育と地域学校園の充実
●ＩＣＴ教育の推進
●通学路の安全対策と交通危険個所の整備推進
●学校、教育施設、公共施設等の環境整備推進
●伝統文化の伝承と保存・活用
●青少年の健全育成
●児童相談所開設の調査・研究

★市民の快適な暮らしを支えるために
【重点要望事項】
◆ゲリラ豪雨や突風などの自然災害対策や急傾斜地の安全対策の強化推進
◆（仮称）第２エコパークの事業推進
◆北清掃センター跡地におけるごみ処理施設の整備推進
◆エコエネルギーの利活用促進
◆住宅の耐震化推進
【要望事項】
●都市緑化の適正な保全と推進
●もったいない運動の推進と市民の参画推進
●ごみ減量の推進と３Ｒの推進
●指定廃棄物の適正管理と早期解決に向けての国への要望
●上下水道設備の適宜更新および堅実かつ安定的な経営の強化

★市民の豊かな暮らしを支える活気と活力ある社会を築くために
【重点要望事項】
◆地域ブランドの推進と戦略的観光事業の推進
　　餃子、ジャズ、カクテル、自転車など地域ブランドの発信
　　大谷の観光や市内の文化財・史跡などの活用促進と外国人観光客の誘致など
◆農業王国うつのみやの推進
　　担い手の確保、地産地消、ブランドカの強化、６次化産業、農地の有効活用など
　　国の「都市農業振興基本法」成立に伴う計画的推進、農道の舗装整備推進
◆有害鳥獣被害対策の強化拡充と処分施設の検討
◆競輪事業の活性化
　　ナイター設備の設置検討と本場でのミッドナイト競輪開催の検討
◆新幹線（はやぶさ）の宇都宮駅停車と、沿線中核都市等との連携・交流の推進
【要望事項】
●東京圏から本市への定住・企業誘致の促進
●企業誘致と雇用の促進、産業競争力の強化
●地元企業や地域産業への支援と人材育成強化
●女性の再雇用の促進
●中央卸売市場の活性化の推進
●地域農畜産物の支援
　　自然災害や有害鳥獣被害等での迅速かつ効果的な対策と対応

★都市のさまざまな活動を支える都市基盤の機能と質を高めるために
【重点要望事項】
◆ＬＲＴ・バス・地域内交通などの公共交通網と道路ネットワークの整備
◆ネットワーク型コンパクトシティ構想による、各拠点機能充実と定住化促進の実施検討
◆賑わいと回遊性のある中心市街地活性化の推進
◆ＪＲ宇都宮駅周辺の整備と再開発事業の推進
◆東北縦貫道路（仮称）大谷スマートＩＣの推進
◆宇都宮ＩＣ周辺の機能充実の促進と北西部地域の活性化推進
◆国の品確法運用指針を路まえた取り組みの強化や担い手３法改正など、組織体制の強
化と入札制度の推進、地元経済の活性化と雇用の安定できる適正な公共事業の推進

【要望事項】
●総合スポーツゾーン周辺の道路整備事業の推進
●ＪＲ岡本駅橋上化の推進と周辺の整備促進
●自転車のまち宇都宮の推進
●人にやさしく、魅力的な舗装整備の推進
●日光宇都宮道路（仮称）石那田ＩＣの設置要望と周辺道路整備などの調査・検討
●地籍調査事業の推進

★持続的発展が可能な都市の都市基盤を確立するために
【重点要望事項】
◆市制施行120周年事業の推進
◆地方分権の推進にあたり、栃木県の「上乗せ規制」の検証と見直し
◆マイナンバー制度導入への適切な対応
◆都市ブランド戦略の推進
【要望事項】
●地方公会計制度への円滑な導入と公有財産の適正管理・活用
●地域が一体となった魅力あるまちづくりの推進
　　まちづくり組織の強化、有能な人材の発掘と育成・活用
●自治会への加入促進と必要性の周知
●自主防災組織の充実とそれぞれの地域に合った地域防災力の強化

⇒1面から

　自民党議員会は9月10日、関東・東北豪雨被災への
対応を求める要望書を佐藤市長に提出しました。
　要望書では、①被害状況の把握と迅速な対策②公
共施設の早急な復旧と避難市民への支援③地域住民
の安全の確保④避難者への生活支援など、市の迅速
な対応を求めました。

　被災現場を視察し、被害状況や復旧対応の進捗状
況などを視察。市担当者から説明を受けるとともに、
復旧、生活支援、農作物被害対策などについて検討
しました。

　「国の支援を求める意見書」と「県の支援を求め
る決議」を自民党議員会として提案、9月30日の市議
会本会議で他会派の賛同も得て可決されました。

　ＬＲＴの運営主体について、様々な方法
がありましたが、市と町は行政が主体的に、
地元経済界や既存軌道事業者の協力を得な
がら、新会社を設立することとしました。こ
のことにより、軌道を市と町が整備し、運営
についても市と町が責任を持って関与する
ことになりました。
　わが会派では、従来から「民間だけに運営
を任せるのではなく、市も積極的に関与す
べき」と主張してまいりました。この理由と
しては、「市が進める様々な交通政策の中で
も、特に重要な基幹となる交通機関である
から、事業の安定性・確実性が求められる。
しかしながら、民間だけでは、『運転士など
の技術要員』や『開業前に掛かる経費』など
が十分に確保できないおそれもある」こと
であります。
　今回、市が関与することで、事業の安定性
や信頼性が高まり、経済界だけでなく、多方
面からの出資の引き合いも出てきたとのこ
とであり、また、東急電鉄や広島電鉄など、
全国の軌道事業者から、技術協力をいただ

けることになったとのことであります。
　わが会派としては、良い結果に落ち着い
たと考えているところであります。
　このシリーズで、何回も書かせていただ
きましたが、この事業には多方面から早期
実現の声が上がっています。未だに、一部反
対者もいますが、事業実施に向け確実に進
んでおり、今後とも早期実現に向け、市全体
の機運を高めて行くことが重要であると考
えています。
　現在、国へ提出する交通網を形成するた
めの計画を策定中であり、今後、国の認定が
必要なＬＲＴの特許に必要な軌道運送の計
画、そしてバス路線再編等の具体的な内容
を定めた計画などを、次々と策定すること
になります。
　９月議会では、出資に係る補正予算が可
決されたところでありますが、今後、議決案
件も増えることが予想されます。議会の役
割は一層増えることから、よりよい事業と
なるよう、今まで以上に、執行部と議論し、
進めてまいります。

都市基盤河川奈坪川改修工事の
トンネル河川現場
（白楊高校西側～カルナショッピ
　　　　　　ングセンター西側）

姿川　土手の決壊（幕田町）

萩の道　土砂崩れ（田下町）
ジャパンカップのコース

田川　橋梁の崩壊（石那田町）

10月１日現在（宇都宮市調べ）

住宅　全壊：1棟　床上浸水：41棟　床下浸水：67棟
河川被害（護岸崩壊など）　77箇所
農業等　作物　58.17ha　8,442万7千円
　　　　生産施設・農業用施設等　1億5,190万円
林道等　26箇所　7,923万円　

　自民党議員会は８月６日、

駅東の奈坪川改修のトンネル

河川工事現場を視察しました。

　奈坪川は、浸水被害対策の

ため大規模な改修工事が進め

られています。

　自民党議員会では、今後も

災害対策に力を注いでまいり

ます。



　
―
い
じ
め
防
止
対
策
で
は
小
中

一
貫
教
育
の
有
効
活
用
が
必
要
。

ま
た
、
不
登
校
対
策
と
新
た
な
適

応
支
援
教
室
の
期
待
さ
れ
る
効
果

は
。
不
登
校
や
非
行
な
ど
の
対
策

で
は
、
学
校
と
福
祉
な
ど
の
関
係

機
関
を
繋
ぐ
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ヤ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

水
越
教
育
長
　
い
じ
め
は
、
中
学

一
年
で
増
加
す
る
傾
向
が
続
い
て

お
り
、
小
中
学
校
の
連
携
充
実
に

よ
る
、
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
、
適
応
支
援
教
室

で
は
、
学
習
室
や
相
談
室
な
ど
の

整
備
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活

用
、
児
童
生
徒
の
学
校
へ
の
復
帰

を
促
進
し
て
い
く
。
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
を
含

め
て
支
援
体
制
の
強
化
を
検
討
し

て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

◆
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て

◆
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

◆
市
営
住
宅
の
管
理
運
営
に
お
け

る
民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て

◆
今
年
の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
お
け
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
仮
称
大
谷
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に
つ
い
て

◆
大
谷
石
建
造
物
の
保
存
・
活
用

に
つ
い
て

　
―
市
街
地
開
発
組
合
の
基
金
は

清
原
工
業
団
地
に
関
す
る
新
交
通

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
使
う
た
め
に

設
け
ら
れ
た
。
本
市
東
部
地
域
の

朝
夕
の
渋
滞
も
解
消
さ
れ
て
い
な

い
。
基
金
を
活
用
し
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

整
備
を
。
ま
た
、
現
在
策
定
中
の

「
芳
賀
・
宇
都
宮
東
部
地
域
公
共

交
通
網
　
形
成
計
画
」
の
基
本
的

な
考
え
方
、
検
討
状
況
は
。

佐
藤
市
長
　
市
街
地
開
発
組
合
の

財
政
調
整
基
金
残
高
は
１
０
２
億

９
千
７
百
万
円
余
。
積
極
的
な
活

用
を
組
合
、
県
に
要
請
し
て
い
く
。

「
形
成
計
画
」
で
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

導
入
、
公
共
結
節
機
能
の
強
化
、

バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
、
地
域

内
交
通
の
導
入
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

導
入
な
ど
を
想
定
。
本
年
10
月
を

目
途
に
形
成
計
画
を
策
定
し
、
「
軌

道
運
用
高
度
化
実
施
計
画
」
な
ど

必
要
な
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

②
中
央
卸
売
市
場

◆
地
方
公
会
計
制
度
の
推
進
に
つ
い
て

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

◆
保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

①
夜
間
休
日
救
急
診
療
所
に
お

け
る
市
民
利
便
性
向
上

②
地
域
に
お
け
る
介
護
予
防

③
紙
お
む
つ
購
入
費
支
給
申
請

◆
第
二
次
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

　
―
ま
ち
な
か
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
、
自
転
車
駐
輪
に
対
す
る
考

え
方
は
。
ま
た
、
自
転
車
利
用
者

の
利
便
性
を
考
え
、
駐
輪
場
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
な
ど
収
納
設
備
の
設
置

を
進
め
る
べ
き
。

大
島
建
設
部
長
　
自
転
車
駐
輪
場

は
自
転
車
の
放
置
の
防
止
、
ま
た
、

自
転
車
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い

づ
く
り
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
地
元
商
店
街
と
連
携
を

図
り
駐
輪
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
市
営
自
転
車
駐
車

場
へ
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
設
置
を

検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
未
来
の
宇
都
宮

②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入

◆
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助

制
度
の
実
績

②
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
重
点
地
区

の
治
安

◆
活
力
あ
る
社
会
を
築
く
た
め
の

産
業
振
興
策
に
つ
い
て

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
策
に
つ
い
て

・
民
間
主
体
事
業
へ
の
取
り
組
み

◆
都
市
の
魅
力
を
高
め
る
施
策
に

つ
い
て

①
都
市
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略

②
ア
ー
ト
な
ま
ち
づ
く
り

③
宇
都
宮
美
術
館

　
―
上
河
内
地
区
都
市
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
と
今

後
の
予
定
は
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成

に
お
い
て
、
上
河
内
地
区
は
ど
の

様
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
市
街
化
調
整
区

域
に
は
既
存
権
利
の
届
け
出
に
よ

る
移
行
設
置
が
あ
る
が
、
関
係
権

利
者
へ
の
対
応
は
。

佐
藤
市
長
　
関
係
権
利
者
の
合
意

形
成
が
概
ね
図
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
年
度
末
を
目
途
に

都
市
計
画
決
定
手
続
き
を
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
上
河
内
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
地
区
の

拠
点
形
成
を
推
進
し
、
周
辺
の
自

然
環
境
や
営
農
環
境
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
、
市
域
一
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
市
街
化
調
整
区
域
関
係
権
利

者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
個
別

相
談
会
や
全
権
利
者
へ
通
知
発
送

な
ど
に
よ
り
、
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
周
知
を
徹
底
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

◆
農
業
政
策
に
つ
い
て

◆
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
セ
カ
ン
ド
キ

ャ
リ
ア
に
つ
い
て

◆
生
活
保
護
に
つ
い
て

◆
改
正
フ
ロ
ン
法
に
伴
う
、
フ
ロ

ン
類
の
排
出
抑
制
対
策
に
つ
い

て

　
―
た
く
ま
し
い
宮
っ
子
の
育
成

の
た
め
、
苦
し
い
こ
と
や
出
来
な

い
こ
と
へ
の
挑
戦
、
そ
の
苦
し
さ

を
乗
り
越
え
る
経
験
を
さ
せ
る
な

ど
の
方
法
も
必
要
。
ま
た
、
貧
困

の
連
鎖
の
解
消
法
は
教
育
以
外
に

な
い
。
学
ぶ
気
持
ち
を
持
っ
た
子

ど
も
へ
の
教
育
の
平
等
を
ど
の
よ

う
に
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

水
越
教
育
長
　
苦
し
さ
を
乗
り
越

え
る
経
験
な
ど
を
積
み
重
ね
る
こ

と
は
重
要
。
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
。
ま
た
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
に
お
け
る
体
験
活
動
や

交
流
活
動
、
退
職
教
員
や
大
学
生

を
活
用
し
た
学
習
支
援
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た
教
職
経
験
者
な
ど

に
よ
る
学
習
指
導
な
ど
、
今
後
と

も
学
習
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
構
想

◆
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
消
防
署
へ
の
二
輪
車
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

◆
多
様
性
の
あ
る
雇
用
と
流
動
性

に
つ
い
て

・
元
気
な
高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

◆
南
部
地
域
に
お
け
る
交
通
及
び

道
路
整
備
に
つ
い
て

　
―
市
立
国
本
西
小
学
校
は
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
の
成
長
を
支
援
し
て
い
る
学

校
だ
が
、
近
年
児
童
数
の
減
少
が

著
し
い
。
国
本
西
小
の
存
続
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
。

水
越
教
育
長
　
学
校
は
地
域
の
教

育
を
行
う
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
も
踏
ま
え
、
将
来
、
複
式
学
級

が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
地
域

の
皆
様
の
意
向
も
確
認
し
な
が
ら
、

小
規
模
特
認
校
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
北
関
東
中
核
都
市
連
携
事
業
に

つ
い
て

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推
進

②
ブ
ル
ベ
走
行
会

◆
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
25
周
年
に
つ
い
て

◆
障
が
い
者
の
地
域
移
行
に
向
け

た
施
設
整
備
補
助
に
つ
い
て

①
障
が
い
者
入
所
施
設
の
個
室
化
と

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
更
な
る
整
備

②
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
へ
の
補
助

◆
北
西
部
の
農
業
・
農
村
の
活
性

化
に
つ
い
て

◆
は
じ
め
て
ご
は
ん
事
業
に
つ
い
て

◆
小
・
中
学
校
に
お
け
る
基
礎
学

力
の
向
上
に
つ
い
て



　宇都宮市議会は８月28日から９月30日までの34日間の会期で

平成27年第４回定例会を開き、平成27年度一般会計補正予算案、

平成26年度宇都宮市一般会計決算など、市執行部から提出され

た19議案について原案通り可決または認定、議員案３件を原案

通り可決、同１件を否決しました。

●宇都宮市教育委員会委員の任命について

●平成27年度宇都宮市一般会計補正予算（1億7,499万7千円）

　　ＬＲＴ事業の運営を担う「官民連携による新会社」出資金等

●平成27年度宇都宮市一般会計追加補正予算（6億8,681万3千円）

　　関東・東北豪雨災害に伴う見舞金、支援金、応急修繕費等

●行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

●宇都宮市職員の再任用に関する条例及び宇都宮市職員の退職手

当に関する条例の一部改正

●宇都宮市空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例の一部改正

●栃木県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及

び栃木県市町村総合事務組合規約の一部変更に係る協議について

●工事請負契約の締結について（５件）

●町及び字の区域の変更について

●損害賠償の額の決定及び和解について

●市道路線の認定について

●決算の認定について

●剰余金の処分及び決算の認定について（３件）

� � ＝以上、原案通り可決または認定

〈議員提出議案〉

●宇都宮市の次世代型路面電車（ＬＲＴ）導入計画について住民の

意思を問う住民投票条例の制定� ＝否　決

●人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申について

●平成27年９月関東・東北豪雨による被害に対する国の支援の充

実を求める意見書

●平成27年９月関東・東北豪雨による被害に対する県の支援の充

実を求める決議� ＝以上、原案通り可決

●宇都宮市該区34－6（45.31m2）の返還を求める請願�＝不採択　

●ＬＲＴ等のヨーロッパ視察自粛に関する陳情� ＝不採択

●ＬＲＴ賛否に伴う住民投票実施に関する陳情� ＝不採択

●ＬＲＴ事業に反対する陳情� ＝不採択

●海外行政視察研修に反対する陳情� ＝不採択

●宇都宮市のＬＲＴ導入計画を白紙撤回、ないし住民投票実施を

求める陳情� ＝不採択

陳 情請 願


